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国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ホンジュラ
ス

H133 感染症・エイズ対
策 個別 新規 2年 ・2017/1 ・2017/2 ・

2017/3

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

保健省

2）配属機関名（日本語）

グラシアス市保健所

3）任地（ レンピーラ県グラシアス市 ） JICA事務所の所在地（ テグシガルパ ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 7.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

レンピーラ市保健所はレンピーラ県保健事務所に隣接している。県内には92ヵ所の保健所があるが、グラシアス市保健
所は県都にある保健所として大きな役割を担っている。2008年3月から2011年3月までJICA技術協力「シャーガス病対
策プロジェクト」が実施され、プロジェクトとの連携で感染症対策隊員も数代にわたって派遣された。同保健所は、
シャーガス病対策の他、現在ではデング熱、チクングンヤ熱やジカ熱等の蚊の媒介による感染症の対策や、若年層の妊
娠、性感染症に対する知識の普及等にも取り組んでいる。

【要請概要】
1）要請理由・背景

感染症・エイズ対策隊員(平成25年度4次隊)がレンピーラ県保健事務所において2年間活動を行ったが、地域に根ざした
活動を行うためには市保健所に所属する方が適しているとの提言により、本要請へと繋がった。デング熱やチクングン
ヤ熱に加え、近年問題視されているジカ熱の予防対策のため、県保健所に配属された感染症・エイズ対策隊員は、地域
住民や小学校において講習会を実施したが、これらの活動が高く評価されており、その継続が望まれている。また、増
加傾向にある若年層の妊娠や、性感染症対策のための知識の普及への支援も期待されている。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

所属先の保健推進員等と協力しながら、以下の活動を行う。
1.地域の保健ボランティアや住民を対象に、シャーガス病、リーシュマニア症、デング熱、チクングンヤ熱、ジカ熱等
の予防啓発活動を行う。
2.地域のホンジュラス人保健ボランティアの質的向上(組織作り、研修会・講習会の実施)を支援する。
3.思春期の若者を対象にした性教育、性感染症予防活動を企画し、実施する。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

特になし

4）配属先同僚及び活動対象者

市保健事務所
所長(医師・女性)、保健監視員2名
看護師 1名 准看護士 18名
保健推進員 10名(男性5名・女性5名、20歳代～30歳代、高卒)

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


5）活動使用言語

スペイン語

6）生活使用言語

スペイン語

7）選考指定言語

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（大卒）　備考：指導的な立場で活動を行うため

[経験]：（　　　　）　備考：

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（温暖湿潤気候）　気温：（15～30℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水道]：（不安定）

【特記事項】
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